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１．はじめに
最近，ヨーロッパ諸国の中でも，特にスウェー
デン，デンマーク，フィンランドなどが注目され
ている。その中で北欧福祉国家フィンランドは，
国の競争力も生活水準も高く，民主主義を基盤に，
国と自治体は，社会福祉と保健，教育と研究に不
可欠な役割を果たしている。また，市民は NG O
をとおして，サービス提供者として制度に参加し
て国全体に活力をあたえている。
１）
経済面では，
国民総生産の４％近くが研究開発に使われている
という。
また，OECD の行う PISA （学習到達度調査）
では，フィンランドは，その読解力と数学におい
て１位である。学校制度，教育方法など複数の要
因が重なっている中，元教育庁総裁が指摘してい
るように，側面から教育を支える事業，つまり，
生徒のケア，学習指導，通学ヘルパー，学校ソー
シャルワーカー，学校保健ケア，なども重要な要
素である。
２）
フィンランドの国土は日本よりやや小さく，人
口は 520万である。そのうち 67％（約 96万人）
が都市部に集中している。また，国土の 7割は森
林である。
２．フィンランドの現状
フィンランドでも高齢化が進んでおり，労働力
の減少，退職年齢の引き上げ，年金問題などに取
り組む問題がある。しかし，この国では，高齢者
に限らず全年齢を対象に，ワーク・ライフ・バラ
ンス（仕事と私生活の両立）やエイジ・マネジメ
ント（年齢に配慮した人事管理）といったアプロー
チの研究がしっかり進んでいる。
行政サービスにおいては，地方自治体（市町村）
間の格差が少なく，高齢化問題は，最重要課題と
捉え取り組んでいる。その傾向としては，｢施設
ケア｣から「在宅ケア」へと移っている。
人口が都市部に集中しているということは，高
齢者が往々にして地方に取り残され，日本と同じ
く，高齢者の孤立化がみられるのではないか。世
代間交流の実施はどうなっているか。
1994年から 1996年にかけて，フィンランドで
は，国立福祉保健研究開発センター（ST A K E S：
Research and D evelopment Center for
W elfareandHealth）の企画で，｢高齢者の家
族デイケア・プロジェクト｣（V A R PU ）の中で，
子ども・高齢者統合デイケア（combinedday-
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子ども，(6)保幼小連携おける伝達項目という６
つの観点から調査を行った。2009年度は，同様
の調査を，小平市内の幼稚園・保育園 5歳児クラ
ス担任を対象に行い，25園の 48名から回答を得
た。その結果，連携に対する意識として，連携が
できている場合は，話し合いや情報交換が多く，
園児と児童の交流だけでなく，教職員同の交流も
がうまくいっているが，連携ができていない場合
は，情報交換の少なさに加え，情報が活かされて
いないというもどかしさを感じていることなどが
明らかになった。小学校教諭対象の調査と，幼保
を対象とした調査を比較することによって，小学
校と幼保それぞれが考える連携の課題の差異が明
らかになった。これらの結果の一部は，2009年
度白梅の保育セミナーにおいて，小平市の幼小，
保小の連携に関する資料として報告した。

「地域の祖父母」プログラム
（CommunalG randparenting）
こうした中で，M LL は多世代で子どもを支援
する通称「村のおじいちゃん・おばあちゃん」と
呼ばれている世代間交流プログラムを実施してい
る。
◇ 異世代の人々が会って一緒に過ごすことは，
こどもと大人両方の人生を豊にする。
◇ その目的は，三世代がお互いに知り合い，
一緒に行動する機会をつくることである。
◇ M LL の世代間をつなぐ活動は，単に，生
物学的な繋がりといったものよりも広い意
味あいの中で理解することが出来る。自分
自身に孫がいない高齢者たちも，「おじいちゃ
ん・おばあちゃん」を経験する機会があた
えられ，単に表面上だけでなく，深く付き
合うことができる。
プログラムは，おもに各地域の協会によって計画
されたグループ対象のイベントが中心である。
◇ 各種の活動が，デイケア・センター，学校，
図書館でも企画される。
◇ 子どもの視点からいうと，最も大事なこと
は，一緒にいること，耳を傾けてくれるこ
と，支援してくれること，そして，勇気づ
けてくれることである。
◇ 中央事務所では，新しい活動を企画し，そ
れを試してみる。また，地域のボランティ
アや地区事務所の専門家たちのためにハン
ドブックなどの資料を作成する。
◇ M LL の地区事務所では，祖父母たちの研
修を行い，地域のボランティア祖父母に報
いる。
以上が M LL の活動である。
4.高齢者サービス連合
（T heU nionforSeniorServices:V A LLI）
次に，M LL の活動ほど，世代間交流活動プロ
グラムに直接的にかかわってはいないが，フィン
ランドの高齢者に関する諸問題を全国規模で専門
的に取り組むことを目的とする「高齢者サービス
連 合 」（T he U nion for Senior Services:
V A LLI）を訪れた。ここは，第二次世界大戦後
すぐ，高齢者の住居や生活の質向上のために設立
され，1953年には，統計調査に基づいた｢高齢者
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○ このネットワークは自治体と地域のボランティア団体の連携によって成り立っている。お互いに，出来
ること，得意なこと，どんな活動が出来るかなどを話し合い，同意して行う。
○ これによって，家族が疎外されることを効果的に防ぐ。
○ 多くの両親たちは，似た環境・状態にいる人からの手助けをうけやすいと感じる。また，必要があれば，
専門的な助言も受けられる。
○ M LL の｢家族カフェ｣は家族を結びつけ，フィンランド全体では，400の家族カフェがある。
○ ｢家族カフェ｣は，家族や子どもが気軽に集まることが出来る場所である。
○ ｢家族カフェ｣では，ボランティアたちがいろいろな役目を果たすことができ，必要に応じて，昼間でも
夜間でも，子どもと家族のニーズに応じて，諸々の活動を計画することが出来る。
○ 日常の生活が送りやすくなるように，両親がお互いに助け合う場所を提供する。
○ 子どもたちが，楽しく遊べるように友達を作り，お互いに仲良く出来るような機会を作る。
○ 特別なグループ，例えば，移民の人たちのために特区を設ける。
○ 主に，時間や場所を変え，デイケア・センターや，運動場，行楽地，若者用クラブ，児童保健センター
などで集まる。
地域のボランティアたちは，日々の喜びのため，両親の支援，子供たちの遊びのために頑張っている。

のモデルと事業を開発すること，近隣付き合いを
ふやすことなどである。
V A LLI 本部で説明を受けたあと，カピリネ・
サービス・ハウス（高齢者保護施設 K pyrinne
servicehouse/ shelteredhomeforagedpeo-
ple）をたずねた。その時（2010年３月 27日）
イースターのお祝いをかねて，子どもたちが高齢
者にプレゼントを持って訪ねてきた。
翌日，実際に，V A LLI が加盟施設の一つであ
る「カンティ高齢者サービス・センター」におい
て，世代間交流プログラム準備の一環としての，
研修の場に参加することができた。これは高校生
が対象であり，ボランティアとしての心得から，
実際の具体的な場面を想定した内容であった。に
ボランティアとしてのトレーニングを行う場に参
加することが出来た。今回は，精神的に問題のあ
る入居高齢者のケアを手伝うための研修であった。
本部スタッフからの講義，施設長からの話し，そ
してシニア・ボランティア自身からの経験談を聞
く時間もあった。
５．むすび
1994年にスタケス（国立福祉保健研究開発セ
ンター）によって行われた「子ども・高齢者統合
デイケア」プロジェクトのような，自治体への指
導的立場にある機関の試みはその後見られないが，
ここ数年，各地で個々のNPO やサービス・セン
ターが世代間交流活動を実施している。また，最
近では新聞でも高齢者と子どもの交流を多く取り
上げている。これらの中には，若者中心社会の中
で，高齢者側に対する取り組みが多いが，双方に
有益にウィン・ウィン（winwin）な手法として
世代間交流が新たに注目されている。
また，高齢者に限らず全年齢を対象に，仕事と
私生活の両立を志向するワーク・ライフ・バラン
スや，年齢に配慮した人事管理を求めるエイジ・
マネジメントといったアプローチからの研究が着
実に進んでいるフィンランドで，世代間交流の実
施がどのような形で進行するのか，今後の進展を
注目していきたい。
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